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Try

社会人に必要な自覚って
何だろう？

ある会社に新卒で入社し、同じ部署に配属された佐藤さんと秋本さん。まだ学生気
分が抜けきらない二人が、スタートしたばかりの社会人生活について語りあってい
ます。

どうやら二人の考え方は甘すぎるようですね。社会人に必要な心がま
えとして、二人に足りない点を探してみましょう。

佐藤さん： あ～あ。学生時代は気楽でよかったよなぁ。社会人になったとたん、親か
ら生活費を入れろって言われるしさ。社会人一年目の給料なんかたかが
知れてるんだから、勘弁してほしいよ。

秋本さん： それもそうだけど、新人教育も退屈。今さら、社会人とはこうあるべき！
なんて言われても、学生時代だってアルバイトしてたんだし、わかって
るわよ。当たり前すぎて眠たいだけ。しかも、昨夜、友達と飲みすぎて、完
全に二日酔い。余計つらいわ。

佐藤さん： なんでもかんでも新人扱いされると、正直カチンとくるよね。やたら
ルールとか常識とかマナーってうるさいし。この間なんか1分遅刻した
だけで主任に怒られちゃったよ。1分じゃ仕事なんかできっこないんだ
から、大目に見てくれてもいいのにさ。

秋本さん： ほんとね。とにかく私たちにも、雑用じゃなくって早くまともな仕事を
させてよねって感じ。昨日は主任に資料を渡されて読んでおくように言
われたんだけど、あまりにも退屈だから、ときどき給湯室に行っては携
帯でメールしていたのよ。
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Study❶

社会人に
求められること

社会に出るということは、どういうことを意味するのでしょうか。また、社会人に求
められることについて考えてみましょう。

❶社会人になるということ
「社会人」とは、社会との関わりの中で、一定の責任を持って行動したり、生活した

りしている人のことです。「会社員」あるいは「職業人」といった言葉とも同義に使わ
れることが多く、就職を機に社会人になるとする考え方が一般的です。つまり、自分
で働いて生計を立てている自立した大人を指します。

ちなみに欧米では、日本語の社会人に相当する言葉が存在しません。仕事を持た
ない子どもやお年寄りも含め、他人との関わりの中で生きているすべての人を社会
人ととらえるからです。社会人という言葉は日本独自のもので、日本では、社会人に
なるということを次のようにとらえています。

●学校を卒業し、親の保護から離れ、一定の収入を得て生活をする
●仕事を通じて社会との関わりを持つ
●自分の意志で物事を決め、自分の言動に責任を持つ
●ルールを守り、他人に迷惑をかけないように行動する

❷仕事を通じて社会に参加する
社会人になるということは、単に生活に必要な収入を得るだけでなく、仕事を通

じて社会の「経済活動」に参加するということでもあります。
具体的には、製品を生産し販売したり、サービスを提供したりすることを通じて、

人々の生活に役立つことです。また一方では、仕事で得た収入の中から税金や社会
保険料などを納め、社会の一員として国や地方自治体に貢献します。
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❸社会人に求められる自立
学校を卒業して働き出すと、周囲からは一人の自立した社会人と見なされるよう

になります。そのことを自覚し、社会人として呼ぶにふさわしい言動や態度、生活姿
勢を心がけることが必要です。

では、立派な社会人として胸を張れるようになるためには、どうすればよいので
しょうか。

社会人としての自立には、主に次の3つが求められます。

●経済的自立
「経済的自立」とは、仕事をすることで自分の生活費を自分で稼ぎ、収入に応じた

生計を立てることです。いつまでも親のすねをかじっていては、社会人として認め
られません。仕事で得た収入をどう使うかは個人の自由ですが、税金や社会保険料
を支払い、衣食住に必要な被服費、食料費、水道光熱費、住宅費などを支払い、残った
お金は将来に備えて貯蓄に回すなど、適切な配分を考えながら計画的に使うことが
大切です。

親と同居している場合でも、生活費を家に入れるようにします。

●自己管理
「自己管理」とは、自分の健康状態や時間の管理を適切に行い、生活のリズムを正

しく保つことです。もちろん、身体の状態だけでなく、自分の心の声にも耳を傾け、
過度のストレスを溜めすぎないようにすることも自己管理に含まれます。

具体的には、次のようなことを心がけましょう。

●暴飲暴食をしない
●清潔で衛生的な生活環境を整える
●睡眠時間を十分に確保する
●適切な時間配分を行う
●約束の時間を厳守する
●公私を混同しない
●趣味などを通じてストレスを解消する
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●自己責任
「自己責任」とは、自分の言動、選択、判断のすべてに「責任」を持つことです。責任

は「権利」と一体の関係にあります。自分の権利を主張したり、行使したりすること
も大切ですが、それに伴う責任を自覚することも必要です。たとえば、「この仕事は
私にやらせていただけませんか？」とか「この方法でいきたいと思います」といった
ように、自ら選択するという権利を主張するのなら、成功しようと失敗しようと、そ
の結果にも責任を持たなければなりません。他人に責任を押し付けたり、他人の好
意に甘えすぎたりせず、自分の頭でしっかりと考え、最終的には自分の責任で物事
を決断するようにしましょう。ただし、自己判断に迷うような場合には、上司や先輩
に相談することが必要です。

また、次のようなことも自己責任であると考え、常に自分の行動を振り返るよう
にしましょう。

●災害や事件、事故などのさまざまな危険から、自分の生命や身体を守る
●堅実かつ合理的な金銭管理や生活設計を行う
●時代の流れや環境の変化に応じた新しい知識や技術の習得に努める

❹社会の一員としての自覚
社会は人と人のつながりで成り立っています。他人と良好な関係を築き、物事を

円滑に進めるためにも、「社会の一員」であることを自覚した行動が求められます。
社会の一員であることを自覚した行動とは、次のようなものです。

●他人に迷惑をかけない
他人に迷惑をかけるような行動は、社会人である以前に、人として好ましくあり

ません。他人とうまく共存していくためには、公共の場でも、職場でも、他人に不快
な思いをさせたり、不便な状況を強いたり、あるいは危険な目に合わせたりするこ
とのないように心がけます。
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●他人の助言に耳を傾ける
自分の考えを相手に伝える「自己主張」も大切ですが、他人の考えに耳を傾ける

「他者傾聴」も重要です。自分が常に正しいと思い込んでしまうと、問題点に気付く
のが遅れたり、新しい発想ができなくなったりします。社会に出ると、自分より高い
スキルや豊富な経験を持つ人たちにたくさん出会います。他人の助言に素直な心で
耳を傾けると、客観的に自分を見直すことができ、次の一歩を踏み出すきっかけに
なります。もちろん、すべての助言を鵜呑みにする必要はありません。いったん自分
の頭で考え、整理した上で、具体的な行動に移しましょう。

●社会のルールに従う
さまざまな考え方を持つ人々が互いを尊重しながら共存していくために、社会に

はさまざまな「ルール」が存在します。ルールを守らないと、他人に迷惑をかけたり、
社会的な信頼を失ったりすることにもなりかねません。社会の一員として守るべき
ルールには次のようなものがあります。

ルールの種類 内容
法律 国会での議決を経て制定され、一般的に強制力を持つ。
条例 地方自治体により法律の規範内で制定される。
倫理 善悪などの判断において、人として守るべきこと。道徳またはモラル

とも呼ぶ。
社内規程 社内向けに制定された企業独自のルール。

●常識やマナーをわきまえる
人としての基本的な常識があり、正しいマナーを心得ていると、相手に好印象を

与えるだけでなく、社会人として高い評価を得ることができます。また、どのような
場面においても、自信を持って周囲の人と接することができるようになります。
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❶親に経済的に甘えようという考え

社会人には、学校を卒業して親の保護から離れ、経済的に自立することが求められ
ます。そのため、親と同居している場合でも、生活費を家に入れるようにしましょう。

❷学生と社会人の違いを認識していない点
自分中心の生活だった学生時代とは異なり、社会人になると、責任の重さや人間

関係、守るべきルール、生活スタイルなどが大きく変わります。対価となる給与をも
らって仕事をするのですから、会社の利益のために一定の成果を出せるような人間
にならなければなりません。

❸自己管理ができていない点
社会人は、常にベストな状態で仕事ができるように、自分の健康状態や時間の管

理を適切に行い、生活のリズムを正しく保つことが必要です。

❹新人であるという自覚が足りない点
自分はわからないことだらけの新人であるという謙虚な気持ちが必要です。この

ことを自覚していないと、上司や先輩からの助言に素直に耳を傾けることもできま
せん。ルールを守ることは、仕事を円滑に進めたり、良好な人間関係を築いたり、組
織の一員として正しく行動するためにも重要なことです。

また、社会人としての常識やビジネスマナーをおろそかにすると、自分が恥ずか
しい思いをするだけでなく、上司や先輩にも恥ずかしい思いをさせることにもなり
ます。

❺社会人としての基本を理解していない点
時間を厳守することは、社会人としての基本です。また、新人は、仕事を教えても

らっている立場でもあります。たった1分の遅刻であっても、自分の時間とともに、
先輩の時間をも浪費してしまったことになります。

時間を守れないと、顧客の印象を悪くしたり、焦りから業務上のミスを誘発した
りすることも考えられるため、時間厳守を心がけましょう。
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❻働くことに対する真剣さが足りない点
上司からの指示どおりに資料に目を通すだけでなく、疑問に思ったことを書き出

したり、さらに詳しく調べたりなど、仕事に主体的に取り組む姿勢が大切です。また、
社会人になると、学生時代なら指摘されなかったような私用の電話やメールのやり
取りにおいてもマナーが問われます。公私を混同しないように注意しましょう。

社会人としての自覚が足りないと、自分が恥ずかしい思いをするだけ
ではなく、会社に迷惑をかけたり、損害を与えたりする可能性もあり
ます。そもそもなぜ働くのかという基本に立ち返り、組織の中での自
分の役割を見失わないようにしましょう。

このステップでは、次のような内容を学習しました。
理解できたかどうか、 印を付けてチェックしてみましょう。

 社会人に求められることを理解した
 組織の一員として必要な自覚について説明できる
 責任を持って仕事をすることの重要性を理解した
 仕事を進める上で必要な意識や姿勢について説明できる
 自己啓発の意義と方法について理解した
 自分に対する目標の立て方を理解した

ま
と
め
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